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日

号
外

ペ
ー
ジ

二
二
三

平
成
二
十
八
年
度
の
初
日
か

ら
平
成
二
十
八
年
六
月
三
十

日
ま
で
の
豚
肉
等
並
び
に
生

き
て
い
る
豚
及
び
豚
肉
等
の

各
輸
入
数
量
を
告
示
す
る
件

二
九

五

二
二
四

平
成
二
十
八
年
度
の
初
日
か

ら
平
成
二
十
八
年
六
月
三
十

日
ま
で
の
生
鮮
等
牛
肉

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
産
品

に
限
る
。）及
び
冷
凍
牛
肉

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
産
品

に
限
る
。）の
各
輸
入
数
量
を

告
示
す
る
件

二
九

五

二
二
五

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法

第
十
六
条
第
一
項
又
は
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
く
財
務
大

臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
支
払
等
を
指
定
す

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
九

五

二
二
六

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法

第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
財
務
大
臣
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

資
本
取
引
を
指
定
す
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

二
九

五

〇
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省

一

製
造
業
に
係
る
経
営
力
向
上

に
関
す
る
指
針
を
定
め
る
件

一
147
一
三

〇
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

環

境

省

一
一

卸
売
・
小
売
業
に
係
る
経
営

力
向
上
に
関
す
る
指
針
を
定

め
る
件

一
147
一
七

〇
財

務

省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省

八

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
第
十
七
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
危
機
対
応
業

務
を
行
う
営
業
所
又
は
事
務

所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
件

四

五

九

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
指
定
金
融

機
関
が
危
機
対
応
業
務
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
旨
の

認
定
を
行
い
、
危
機
対
応
業

務
及
び
危
機
対
応
円
滑
化
業

務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
た
件

一
四
156

四

〇
財
務
省
、
経
済
産
業
省

三

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
別
表
第
一
第
十
四
号
の

下
欄
の
規
定
に
基
づ
き
、
特

定
の
中
小
企
業
者
を
対
象
と

し
、
か
つ
、
中
小
企
業
に
関

す
る
重
要
な
施
策
の
目
的
に

従
っ
て
貸
付
け
が
行
わ
れ
る

長
期
の
資
金
と
し
て
主
務
大

臣
が
定
め
る
も
の
を
定
め
る

件

一
147
二
二

〇
文
部
科
学
省

九
八

平
成
二
十
八
年
度
に
お
け
る

学
芸
員
の
資
格
認
定
を
実
施

す
る
件

一
九

四

九
九

文
部
科
学
省
認
定
社
会
通
信

教
育
講
座
の
実
施
者
の
事
務

所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
件

二
〇

一

一
〇
〇

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百

五
十
五
条
第
一
項
第
五
号
の

専
修
学
校
の
専
門
課
程
等
を

定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正

す
る
告
示

二
二

三

一
〇
一

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百

五
十
条
第
三
号
の
専
修
学
校

の
高
等
課
程
等
を
定
め
る
告

示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

二
二

四

一
〇
二

文
化
財
を
重
要
文
化
財
に
指

定
す
る
件

二
五
163
一
一

一
〇
三

重
要
文
化
財
に
文
化
財
を
追

加
し
て
指
定
す
る
件

二
五
163
一
五

一
〇
四

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

を
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
選
定
す
る
件

二
五
163
一
六

一
〇
五

強
制
執
行
、
仮
差
押
え
及
び

仮
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
海
外
の
美
術
品
等
を
指

定
す
る
件

二
九
169
四
六

一
〇
六

平
成
二
十
八
年
度
に
お
い
て

使
用
さ
れ
る
特
別
支
援
学
校

の
教
科
書
の
定
価
を
認
可
し

た
件

二
九
169
五
三

〇
厚
生
労
働
省

二
七
九

都
道
府
県
が
行
う
補
助
金
等

の
交
付
に
関
す
る
事
務
の
一

部
を
改
正
す
る
件

一

九

二
八
〇

平
成
二
十
八
年
度
に
お
け
る

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
に
よ
る
保
険
者
の

前
期
高
齢
者
交
付
金
等
の
額

の
算
定
に
関
し
て
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
率
及
び
額
を

公
示
す
る
件

一
147
二
四

二
八
一

医
療
分
野
に
係
る
中
小
企
業

等
経
営
強
化
法
第
十
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
事
業
分
野

別
指
針

一
147
二
六

二
八
二

保
育
分
野
に
係
る
事
業
分
野

別
指
針

一
147
二
七

二
八
三

障
害
福
祉
分
野
に
係
る
事
業

分
野
別
指
針

一
147
二
九

二
八
四

介
護
分
野
に
係
る
事
業
分
野

別
指
針

一
147
三
一

二
八
五

医
薬
品
等
副
作
用
被
害
救
済

制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
医

薬
品
の
一
部
を
改
正
す
る
件

四

五

二
八
六

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定

す
る
医
薬
品
の
一
部
を
改
正

す
る
件

四

五

二
八
七

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

生
物
由
来
製
品
及
び
特
定
生

物
由
来
製
品
の
一
部
を
改
正

す
る
件

四

五

二
八
八

検
疫
法
第
八
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
検
疫
区
域
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
一

三

二
八
九

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食

品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審

査
の
手
続
を
経
た
生
物
及
び

物
の
公
表
を
行
う
件

一
一

三

二
九
〇

私
的
年
金
分
野
に
お
け
る
個

人
情
報
保
護
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン

二
〇
160

一

二
九
一

圧
力
容
器
構
造
規
格
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
一

五

二
九
二

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第

八
条
の
二
第
二
項
各
号
の
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
を

定
め
る
件

二
五
163
一
六

二
九
三

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施

行
規
則
第
九
条
第
二
項
及
び

第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す

る
件

二
五
163
一
七


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